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　矢板武記念館で、3月 29 日（木）～ 4 月 8 日（日）
にかけて、樹齢約 180 年を超えるシダレザクラを夜で
も楽しんでいただけるよう、ライトアップが行われまし
た。今年は同時期に館内のソメイヨシノも満開を迎え、
市内外から訪れた方は、昼と夜、違った表情を魅せるサ
クラの優麗な姿を楽しみました。
　また、4月 1 日（日）・8日（日）には、市文化協会
所属団体による「観桜会」が開かれ、お茶会、お琴の演
奏、華展によるおもてなしが行われました。

　「第 54 回全国才能開発コンクール科学部門」で「全
国都道府県教育委員協議会会長賞」を受賞した現川崎小
3年の福田莉

り こ

子さんが市長を表敬訪問しました。作品は、
形や重さなどを比較して回りやすいこまを調べた「びゅ
んびゅんごまのけんきゅう」で、県の理科研究展覧会で
最優秀賞を受賞し、全国コンクールに推薦されました。
　福田さんは「こまをいろいろな形に切ったり、作った
りするのが大変だったけど、賞をもらえてうれしい」と
受賞の感想を話してくれました。

　文化会館小ホールで、「中学生海外派遣事業帰国報告
会」が開催されました。1月 5 日（金）～ 11 日（木）
に実施した「中学生海外派遣事業」に参加した生徒たち
16 人が、ホームステイ先や学校訪問などで体験したこ
とを 1人ずつ写真を交えながら発表したほか、事前研
修の講師を務めた ALT からの英語の質問にも、堂々と
英語で答えていました。
　生徒たちは「文化や習慣の違いに驚いた。この貴重な
体験を将来に生かしたい」と話していました。

　

　文化会館小ホールで、市消防団の辞令交付式が行われ
ました。市長から大貫正博新団長に辞令が交付された後、
大貫団長から幹部団員や新入団員14人が辞令交付を受け
ました。その後、会場を外に移し、幹部団員が矢板消防署
員から点検の隊形や礼式の指導を受けたほか、新入団員に
対して実際の消防機材を使った放水訓練が行われました。
　新入団員の方たちは「自分の住んでいる地域を守るた
め、消防活動をがんばりたい」と意気込みを語ってくれ
ました。

◀

ライトアップ期間中の
来館者数　2,824人

◀

（左から）
 ・宮本教諭
 ・伊藤校長
 ・福田莉子さん
 ・齋藤市長
 ・村上教育長

◀
大貫団長から辞令を受け

　る新入団員
◀矢板消防署員から放水の
　レクチャーを受ける新入
　団員

　　平成 30 年 5月号 11

　御前原公園で、氏子の方たちを中心に「はしか地蔵尊
縁日」が開催されました。はしか地蔵は、はしかが不治
の病だった時代に、「この地蔵の御身を削った粉を飲ま
せると、たちまちはしかが治る」という言い伝えから、
長年の間に顔や胸が削り取られて今の姿になったと言わ
れています。
　あわせて行われた、中行政区主催の「区民ふれあい祭
り」では、子ども会育成会の模擬店や踊りが披露される
など、訪れた多くの方が春のイベントを楽しんでいました。

　矢板運動公園多目的グラウンドで矢板地区交通安全協
会主催による「春の交通安全グラウンド・ゴルフ大会」
が初めて開催されました。この大会は、交通安全週間に
あわせ高齢者に交通事故防止を周知するために行われた
もので、186 人の方が参加し、練習の成果を見せあいな
がら楽しみました。
　参加した方は「警察官の講話を聞いて、参加したみん
なも交通安全の意識が高まったのではないか。事故に気
をつけて安全運転で帰りたい」と話してくれました。

　来年度から矢板小学校への統合が決まっている西小学
校で、同校最後の入学式が行われました。在校生25人の
ほか来賓の皆さんの温かい拍手の中、上級生に手を引かれ
ながら新1年生の小

こ だ ち

太刀梧
ご ろ う

楼さんが入場、校長先生や来
賓の方からお祝いの言葉があったほか、在校生からは「一
緒になかよく遊びましょう」と歓迎の言葉がかけられました。
　式を終えた小太刀くんは「学校で勉強できるのが楽しみ。
優しそうなお兄さん・お姉さんたちと早くお友だちになり
たい」と笑顔で話してくれました。

　木幡神社で春季例大祭が開かれ、氏子の方たちがつく
る保存会のメンバーによって「太

だいだいかぐら

々神楽」が奉納されま
した。「太々神楽」は、五穀豊穣、家内安全を祈願して
奉納される舞で、市の無形民俗文化財になっています。
奉納の合間には餅まきも行われ、縁起物にあやかろうと
多くの方でにぎわいました。
　初めて例大祭に訪れた家族連れの方は「歴史ある舞を
間近で見ることができてうれしい。よい体験だった」と
感想を話してくれました。

◀

矢板警察署神山署長と
　入賞者のみなさん


